
月刊学校教育相談　2023年11月号　72

本誌の           年 4月号からの1年間の誌代は13,200円（税
込　増刊号2冊を含みます）。振替口座00140-4-768848

本誌定期購読の場合は送料サービス。書籍・バックナンバー
のご注文は１冊につき送料100円（３冊以上送料サービス）で
お送りします。お支払いは送本時同封の郵便振替用紙で。

2023

●「市の相談所はタダだし行きやすいから、あり
がたみがなくて…」と話す人がいました。聞き
手の存在や時間、空間、労力、お金などが、自
分を変えるエネルギーの対価となると考えるの
でしょう。心や行動を変えるにはエネルギーが
必要だということかもしれません。学校では子
どもたちが気軽に相談できることが大切ですが、
頻回な相談の場合、１回１回を「価値あるもの」
にする工夫が必要になってきそうです。 
●担任や教科担任以外の大人が、教室の中に入
ることが増えてきました。ＴＴでの授業で他の
教員が入ったり、特別支援教育支援員などのい
わゆる “支援員さん” が入ったりします。特集
２を読んでいると、担任と支援員が、短時間で
いいので「情報交換する時間を確保」すること
の重要性が伝わってきます。慌ただしい日常の
中で、そのような時間をどう確保し定例化する
か、知恵の絞りどころのようです。 

2023年　令和５年　11月号

定価 880円（本体 800円）
2023年11月１日発行

困りごとを抱えながらも、合理的配慮や
個別指導のような「はっきりとわかる支
援」からこぼれ落ちてしまう子がいます。
そのような子の学習や生活を支えている
「さりげない」支援について考えます。

「なかなか会えない不登校の子」への支援
は、教員にとって難しいケースのように
感じます。月や学期に一度しか会えない
ような子との関係づくりに焦点を当て、
対応の工夫やヒントを紹介します。


